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( 科目コード：4000320061Y4)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】生物
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】4 組・1 年次
【担当教員】

大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
1. 生物や生命現象についての理解と関心を深めることを通し、科学的な自然観を育てる。
2. 人間の身体の構造や仕組みについて学び、生物としての人間を理解する。
		

【授業概要】
1. 生物の体を構成する基本単位が細胞であることを理解する。
2. 生物の生殖方法と発生の過程と仕組みを理解する。
3. メンデルの遺伝法則を理解する。
4. 動物が外界の刺激に反応するしくみを理解する。
5. 動物の内部環境の恒常性維持のしくみを理解する。
		

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高等学校　改訂　生物 I：第一学習社
副教材：ニューアシスト生物 I：東京書籍
副教材：フォトサイエンス生物図録：数研出版
		

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学 14 時間　実習 1 時間 		

【メッセージ】
教科書の範囲を超えた授業内容も展開されるので、授業中は必ずノートを取ること。教科書や副教材は、必ず授業後
に関連ページを熟読し、問題演習を行うこと。授業中の質問は、少々授業内容から逸脱したものであっても「生物」
に関するものであればすべて歓迎します。「なぜだろう？」と思う心を大切にし、受身の授業ではなく、自ら関わる授
業に臨んでください。		

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：中間試験・期末試験：80%　　レポート等：20
%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：生物）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 細胞の構造と働き 	 細胞の構造 細胞説が確定された経緯、細胞の構造、細
胞小器官の役割 	

1 細胞膜と浸透圧 	 細胞膜の構造と働き 半透膜及び浸透圧の概念、細胞膜
の選択透過性、能動輸送 	

1 細胞とタンパク質 	 タンパク質と酵素 細胞を構成する物質、タンパク質の
特徴、酵素の性質 	

1 細胞の増殖 	 細胞の増殖 体細胞細胞分裂の様子、細胞周期 	

1 生殖 	 生殖 無性生殖の種類、有性生殖と無性生殖の比較、減
数分裂 	

1 発生 	 カエルの発生の様子、胚葉と器官の関係、発生運命の
決定、形成体の
意義 　

1 中間考査 	

1 遺伝（メンデルの法則その１）	 優性の法則、分離の法則、１遺伝子雑種、中間雑種、
複対立遺伝子 	

1 遺伝（メンデルの法則その２）	 独立の法則　２遺伝子雑種、遺伝子の相互作用 	

1 遺伝（その他の遺伝）	 染色体と性決定様式、伴性遺伝 	

1 遺伝子の実体 	 遺伝子の実体 遺伝物質解明の経緯、DNA の構造と機
能 	

1 受容器のしくみ 	 目と耳の構造と機能 	

1 神経系の構造と機能 	 脊椎動物の神経系、ニューロンの構造、伝導と伝達の
しくみ 	

1 体液とその恒常性 	 恒常性（ホメオスタシス）とその維持 	

1 顕微鏡実習 	 実習 身近な生物の細胞の顕微鏡観察 	 観察結果についてのレ
ポート
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